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〔
商
法
　
二
二
四
〕

企
業
提
携
の
た
め
第
三
者
に
割
当
て
ら
れ
た
非
上
場
株
式
の
新
株
の
発
行
価
額
が

「
特
二
有
利
ナ
ル
発
行
価
額
」
に
あ
た
ら
な
い
と
さ
れ
た
事
例

〔
判
示
事
項
〕

　
企
業
提
携
の
た
め
第
三
者
に
割
り
当
て
ら
れ
た
非
上
場
株
式
の
新
株
の
発
行

価
額
が
「
特
二
有
利
ナ
ル
発
行
価
額
」
に
当
た
ら
な
い
と
さ
れ
た
事
例

〔
参
照
条
文
〕

　
商
法
二
八
○
条
ノ
ニ
第
二
項

〔
事
実
〕

　
仮
処
分
債
務
者
Y
会
社
は
、
液
化
石
油
ガ
ス
の
充
填
、
販
売
等
を
営
業
目
的

と
す
る
資
本
金
四
、
○
○
○
万
円
、
発
行
済
株
式
総
数
八
万
株
の
株
式
会
社
で

あ
る
が
、
佐
賀
県
内
の
燃
料
小
売
販
売
店
に
よ
つ
て
組
織
さ
れ
て
い
た
佐
賀
燃

料
商
業
協
同
組
合
を
そ
の
前
身
と
し
て
、
設
立
さ
れ
た
会
社
で
あ
る
た
め
、
協

同
組
合
的
性
格
が
強
く
、
株
主
の
大
部
分
は
、
旧
協
同
組
合
当
時
の
組
合
員
で

あ
り
、
株
式
の
売
買
も
ほ
と
ん
ど
行
な
わ
れ
て
い
な
か
つ
た
（
昭
和
四
五
年
頃
、

わ
ず
か
の
株
式
の
売
買
が
、
譲
渡
価
額
五
〇
〇
円
な
い
し
五
五
〇
円
で
行
な
わ
れ
た
に
す

（
鱗
醐
繹
誕
行
。
馨
）

ぎ
な
い
）
。

　
Y
会
社
の
経
営
状
態
は
、
設
立
以
来
、
比
較
的
良
好
で
、
そ
の
資
産
状
態

は
、
昭
和
五
〇
年
七
月
一
三
日
の
決
算
時
に
お
い
て
、
資
産
総
額
四
億
三
、
五

二
八
万
九
、
一
九
七
円
、
負
債
総
額
三
億
六
、
五
五
四
万
三
、
八
二
四
円
で
あ

っ
た
が
、
佐
賀
県
下
の
石
油
液
化
ガ
ス
卸
売
業
界
に
お
い
て
、
大
規
模
企
業
に

ょ
る
系
列
化
が
進
行
し
つ
つ
あ
る
た
め
、
業
界
内
部
の
競
争
も
激
化
し
、
過
当

競
争
の
様
相
を
呈
し
て
き
た
と
こ
ろ
か
ら
、
Y
会
社
は
、
従
来
の
協
同
組
合
的

性
格
を
改
め
、
そ
の
体
質
を
強
化
し
、
競
争
力
を
増
大
す
べ
く
、
最
大
の
取
引

先
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
A
会
社
と
の
企
業
提
携
を
求
め
る
方
針
を
決
め
、
A
会
社

と
交
渉
の
結
果
、
昭
和
五
一
年
三
月
六
日
に
、
株
式
八
万
株
を
発
行
し
、
う
ち

四
万
株
を
一
株
五
八
○
円
の
発
行
価
額
に
よ
り
A
会
社
に
引
き
受
け
さ
せ
、
払

込
期
日
を
昭
和
五
一
年
四
月
三
〇
日
と
す
る
旨
の
取
締
役
会
の
決
議
を
し
た
。

　
Y
会
社
の
株
主
X
（
仮
処
分
債
権
者
）
は
、
右
決
議
当
時
に
お
け
る
Y
会
社
の



株
式
の
適
正
な
価
額
の
目
安
と
な
る
昭
和
五
〇
年
七
旦
三
日
の
決
算
時
の
価

額
は
一
、
三
八
二
円
と
算
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
し
た
が
つ
て
右
の
新
株
の

発
行
価
額
五
八
O
円
ば
低
廉
に
失
し
、
商
法
二
八
○
条
ノ
ニ
第
二
項
の
「
特
二

有
利
ナ
ル
発
行
価
額
」
に
当
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
Y
会
社
は
右
の
新
株
発
行

に
つ
い
て
株
主
総
会
の
特
別
決
議
を
経
て
い
な
い
と
し
て
右
の
新
株
発
行
の
差

止
を
求
め
る
仮
処
分
を
申
請
し
た
。

〔
決
定
要
旨
〕

　
申
請
却
下
。

　
「
右
発
行
価
額
五
八
○
円
が
、
商
法
二
八
○
条
の
二
第
二
項
に
い
う
「
特
に

有
利
な
る
発
行
価
額
」
で
あ
る
か
否
か
に
つ
ぎ
判
断
す
る
。
同
条
に
い
う
「
特

に
有
利
な
る
発
行
価
額
」
と
は
、
通
常
新
株
を
発
行
す
る
場
合
の
公
正
な
価
額

に
比
較
し
て
、
特
に
低
い
価
額
を
い
う
と
解
さ
れ
る
と
こ
ろ
、
新
株
の
公
正
な

発
行
価
額
と
は
、
新
株
発
行
に
よ
り
企
図
さ
れ
る
資
金
調
達
の
目
的
が
達
成
さ

れ
る
限
度
で
、
株
主
に
と
り
最
も
有
利
な
価
額
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、

当
該
新
株
発
行
価
額
が
、
特
に
有
利
な
も
の
か
ど
う
か
は
、
結
局
、
新
株
発
行

の
決
議
当
時
に
お
け
る
当
該
企
業
の
有
す
る
客
観
的
価
値
を
も
つ
て
形
成
さ
れ

る
株
式
評
価
額
に
比
較
し
て
、
そ
の
有
利
性
が
明
白
か
つ
顕
著
な
も
の
か
否
か

に
よ
つ
て
決
定
さ
れ
る
べ
き
こ
と
と
な
る
。
…
…
本
件
新
株
発
行
決
定
当
時
に

お
け
る
Y
会
社
の
公
正
な
株
式
価
額
を
検
討
す
る
に
、
本
件
の
よ
う
に
取
引
相

場
の
な
い
株
式
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
一
般
に
、
純
資
産
方
式
、
収
益
還
元
方

式
、
配
当
還
元
方
式
お
よ
び
類
似
業
種
比
準
方
式
の
各
方
式
が
考
え
ら
れ
る
と

こ
ろ
、
こ
れ
ら
の
う
ち
、
ど
の
方
式
を
採
用
す
べ
き
か
は
、
そ
の
評
価
の
目
的

が
、
商
法
二
八
O
条
の
二
第
二
項
の
「
特
に
有
利
な
る
発
行
価
額
」
か
ど
う
か

　
　
　
判
　
例
　
研
　
究

の
判
定
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
当
該
会
社
の
性
質
、
規
模
等
の
具
体
的

事
情
、
株
式
引
受
人
た
る
第
三
者
の
具
体
的
事
情
お
よ
び
業
界
の
経
済
動
向
等

諸
般
の
事
情
を
考
慮
し
て
決
定
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
て
、
本
件
新
株

発
行
は
、
A
会
社
の
資
本
参
加
を
主
た
る
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
Y

会
社
は
、
協
同
組
合
的
性
格
を
有
し
、
株
主
の
大
部
分
は
Y
会
社
と
顧
客
の
関

係
に
あ
る
こ
と
、
Y
会
社
と
同
業
種
、
同
規
模
の
上
場
会
社
も
存
在
せ
ず
、
比

準
方
式
に
も
よ
り
え
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
し
て
、
旧
株
主
保
護
の
た
め
に
は
、

純
資
産
方
式
を
基
礎
に
決
定
す
べ
き
も
の
と
解
さ
れ
る
。

　
し
か
し
て
、
右
純
資
産
方
式
に
よ
り
算
定
す
る
と
、
昭
和
五
〇
年
七
旦
三

目
当
時
に
お
け
る
Y
会
社
の
株
式
評
価
額
は
、
八
七
一
円
八
一
銭
、
昭
和
五
一

年
三
旦
三
目
現
在
に
お
け
る
そ
れ
は
、
九
七
九
円
六
四
銭
と
な
る
Q

　
と
こ
ろ
で
、
新
株
発
行
が
行
わ
れ
る
と
、
通
常
、
株
式
の
市
場
価
額
は
値
下

り
の
傾
向
を
た
ど
る
た
め
、
新
株
発
行
に
際
し
て
は
、
通
常
、
時
価
を
一
割
な

い
し
一
割
五
分
下
回
る
価
額
を
も
つ
て
発
行
価
額
と
定
め
る
こ
と
が
取
引
界
の

通
例
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
新
株
発
行
が
、
特
定
の
相
手
方
と
の
間
の
企
業
提
携

の
方
法
と
し
て
行
わ
れ
る
場
合
に
は
、
一
般
の
投
資
を
求
め
る
場
合
と
異
な

り
、
新
株
の
発
行
を
成
功
さ
せ
る
た
め
、
引
受
先
と
の
間
で
、
予
め
引
受
価
額

を
含
む
新
株
発
行
の
条
件
に
つ
い
て
協
議
し
、
そ
の
承
諾
を
得
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
こ
の
点
で
、
い
わ
ば
相
対
の
取
引
に
類
す
る
面
を
有
す
る
こ
と
に
な
る
の

で
、
こ
の
よ
う
な
引
受
先
と
の
交
渉
を
通
じ
て
決
定
合
意
さ
れ
た
引
受
価
額

は
、
通
常
、
当
該
企
業
の
客
観
的
価
値
の
反
映
と
も
見
う
る
も
の
で
あ
る
か

ら
、
新
株
発
行
価
額
と
旧
株
式
の
時
価
と
の
間
に
あ
る
程
度
の
差
額
が
生
じ
て

も
、
そ
れ
が
取
引
通
念
上
特
に
不
合
理
な
も
の
と
認
め
ら
れ
な
い
限
り
は
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
三
　
　
（
一
一
六
九
）
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判
　
例
　
研
　
究

れ
を
も
つ
て
、
直
ち
に
不
公
正
な
価
額
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
べ
き

で
あ
る
。

　
し
か
し
て
、
本
件
引
受
価
額
五
八
○
円
は
、
…
…
Y
会
社
と
A
会
社
と
の
交

渉
を
通
じ
て
決
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
…
…
Y
会
社
に
お
け
る
公
正
な
株
式

評
価
額
に
比
較
し
、
低
額
で
あ
る
に
し
て
も
、
そ
の
程
度
は
軽
微
で
あ
つ
て
、

こ
れ
を
も
つ
て
、
直
ち
に
「
特
に
有
利
な
る
価
額
」
と
断
定
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

〔
研
究
〕

　
本
件
で
問
題
と
な
る
の
は
、
次
の
二
点
で
あ
る
。

一
　
本
件
新
株
の
公
正
な
発
行
価
額
の
基
準
と
な
る
Y
会
社
の
株
式
の
評
価
額

　
は
妥
当
で
あ
る
か
Q

二
　
本
件
新
株
発
行
価
額
は
、
商
法
二
八
○
条
ノ
ニ
第
二
項
の
「
特
二
有
利
ナ

　
ル
発
行
価
額
」
に
該
当
し
な
い
か
。

　
第
一
点
に
つ
い
て

　
本
件
株
式
の
よ
う
に
、
取
引
相
場
の
な
い
株
式
の
価
格
の
算
定
に
あ
た
つ
て

は
、
一
般
に
、
純
資
産
方
式
（
会
社
の
純
財
産
か
ら
株
式
の
価
格
を
算
出
す
る
方
式
。

こ
れ
に
は
簿
価
を
基
準
と
す
る
方
法
と
解
散
時
の
処
分
価
格
を
基
準
と
す
る
方
法
と
の
二

種
が
あ
る
）
、
配
当
還
元
方
式
（
配
当
金
額
を
一
定
の
還
元
率
で
還
元
し
て
、
株
式
の
価

格
を
算
出
す
る
方
式
）
、
収
益
還
元
方
式
（
利
益
を
一
定
の
適
切
な
利
廻
り
で
還
元
計
算

し
て
、
株
式
の
価
格
を
算
出
す
る
方
式
）
、
類
似
業
種
比
準
方
式
（
相
続
税
財
産
評
価
に

関
す
る
国
税
庁
の
基
本
通
達
が
採
用
し
て
い
る
方
式
で
、
評
価
会
社
と
同
業
種
、
同
規
模

の
上
場
会
社
数
社
（
標
本
会
社
と
い
う
）
の
評
価
時
に
お
け
る
株
価
の
平
均
値
を
基
準
と

し
て
、
こ
れ
に
『
株
当
り
の
配
当
額
、
利
益
額
、
純
資
産
額
な
ど
の
比
率
割
合
に
よ
る
修

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
四
　
　
（
一
一
七
〇
）

正
を
加
え
て
、
評
価
会
社
の
株
式
の
価
格
を
算
出
す
る
方
式
）
な
ど
の
各
方
式
（
こ
れ

ら
の
方
式
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
阪
埜
「
第
三
者
割
当
と
新
株
の
発
行
価
額
」
本
誌
五
一

巻
二
号
四
六
頁
以
下
を
参
照
）
が
考
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
方
式
の
中
か

ら
ど
れ
を
用
い
る
か
は
、
株
価
算
定
の
目
的
、
評
価
会
社
の
財
政
状
態
、
株
主

の
性
質
、
標
本
会
社
の
存
在
の
有
無
等
を
考
慮
し
て
、
場
合
に
応
じ
て
決
定
さ

れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
本
件
の
場
合
、
Y
会
社
の
株
式
の
評
価
に
あ
た
つ
て

は
、
Y
会
社
と
同
業
種
、
同
規
模
の
上
場
会
社
は
存
在
し
な
い
か
ら
、
類
似
業

種
比
準
方
式
に
よ
る
こ
と
は
で
き
ず
、
ま
た
、
Y
会
社
の
株
式
は
非
上
場
、
非

店
頭
株
式
で
ほ
と
ん
ど
株
式
取
引
は
な
く
、
そ
の
株
主
の
大
半
が
Y
会
社
の
顧

客
で
あ
つ
て
、
一
般
の
会
社
と
投
資
家
と
の
関
係
と
は
異
な
る
特
殊
な
関
係
に

あ
り
、
本
件
新
株
引
受
人
の
株
式
取
得
の
主
目
的
も
支
配
権
を
行
使
す
る
こ
と

に
あ
る
と
推
認
し
う
る
か
ら
収
益
還
元
方
式
お
よ
び
配
当
還
元
方
式
も
不
適
当

で
あ
る
。
さ
ら
に
Y
会
社
の
前
身
が
商
業
協
同
組
合
で
あ
り
、
株
主
の
大
部
分

も
旧
協
同
組
合
当
時
の
組
合
員
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
Y
会
社
の
適
正
な

株
式
の
価
格
を
算
定
す
る
に
は
株
式
が
会
社
資
産
に
対
す
る
持
分
と
し
て
の
性

格
を
有
す
る
こ
と
に
着
目
し
て
考
案
さ
れ
た
純
資
産
方
式
に
よ
る
の
が
最
も
妥

当
で
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
も
つ
と
も
純
資
産
方
式
で
算
定
さ
れ
る
も
の

は
、
い
わ
ば
株
式
の
清
算
価
値
（
持
分
の
払
戻
的
価
値
）
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る

と
、
本
件
の
よ
う
に
評
価
会
社
が
営
業
活
動
を
継
続
し
て
い
る
場
合
に
、
こ
の

方
式
に
よ
る
こ
と
は
、
一
般
的
に
は
妥
当
と
は
い
え
ず
、
ま
た
、
会
社
の
資
産

が
増
加
し
て
も
、
社
内
に
相
当
部
分
留
保
さ
れ
、
配
当
の
増
加
等
の
方
法
で
株

主
の
利
益
に
還
元
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
い
の
が
通
常
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る

と
、
こ
の
方
式
で
株
式
を
評
価
す
れ
ば
、
株
式
の
価
格
は
差
、
の
客
観
的
交
換
価
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値
よ
り
か
な
り
高
額
に
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
が
、
評
価

会
社
の
性
質
が
本
件
の
よ
う
に
協
同
組
合
的
性
格
を
有
し
て
い
る
特
殊
な
場
合

に
は
、
純
資
産
方
式
で
株
式
を
評
価
す
る
こ
と
を
あ
な
が
ち
不
合
理
で
あ
る
と

は
い
え
な
い
と
考
え
る
。

　
し
た
が
つ
て
、
Y
会
社
の
株
式
の
価
格
は
純
資
産
方
式
に
よ
り
算
定
す
べ
き

で
あ
る
と
解
す
る
本
決
定
の
判
断
は
正
当
で
あ
り
、
こ
の
方
式
に
よ
り
算
定
さ

れ
た
Y
会
社
の
株
式
の
評
価
額
八
七
一
円
八
一
銭
（
昭
和
五
〇
年
七
旦
三
日
の

決
算
時
現
在
）
、
お
よ
び
九
七
九
円
六
四
銭
（
昭
和
五
一
年
三
旦
三
日
の
仮
決
算
時

現
在
）
は
い
ず
れ
も
妥
当
で
あ
る
（
な
お
前
者
の
評
価
額
に
つ
い
て
は
、
x
は
｝
、
三

八
二
円
が
適
正
で
あ
る
と
主
張
し
て
お
り
、
両
者
と
も
純
資
産
方
式
に
よ
り
な
が
ら
評
価

結
果
を
異
に
し
て
い
る
）
o

　
第
二
点
に
つ
い
て
、

　
本
件
新
株
発
行
を
決
定
し
た
Y
会
社
の
取
締
役
会
決
議
は
昭
和
五
一
年
三
月

六
目
に
行
な
わ
れ
て
お
り
、
純
資
産
方
式
に
よ
り
算
定
さ
れ
た
八
七
一
円
八
一

銭
は
、
発
行
価
額
決
定
時
よ
り
約
七
ケ
月
前
の
Y
会
社
の
株
式
の
評
価
額
で
あ

る
。
し
た
が
つ
て
「
特
二
有
利
ナ
ル
発
行
価
額
」
の
判
断
基
準
で
あ
る
公
正
な

価
額
の
基
礎
を
な
す
発
行
価
額
決
定
時
の
Y
会
社
の
株
式
の
価
格
は
不
明
で
あ

る
が
、
Y
会
社
の
経
営
状
態
が
新
株
発
行
時
ま
で
一
般
に
良
好
で
あ
つ
た
こ

と
、
右
決
議
の
日
よ
り
約
一
ヶ
月
経
過
後
の
昭
和
五
一
年
三
月
三
一
日
現
在
の

株
式
の
評
価
額
が
九
七
九
円
六
四
銭
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
発
行
価
額

決
定
時
の
Y
会
社
の
株
式
の
価
格
は
八
七
一
円
八
一
銭
を
下
ら
な
か
つ
た
こ
と

が
推
認
さ
れ
る
。
し
た
が
つ
て
、
こ
の
金
額
に
比
較
し
て
本
件
引
受
価
額
が

「
特
二
有
利
ナ
ル
発
行
価
額
」
に
当
る
か
ど
う
か
を
判
断
し
て
よ
い
と
解
さ
れ

　
　
　
　
判
　
例
　
研
　
究

る
（
本
決
定
が
こ
の
よ
う
な
判
断
方
法
を
用
い
た
か
ど
う
か
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い

が
、
決
定
の
口
吻
か
ら
は
同
趣
旨
が
窺
わ
れ
る
）
Q

　
と
こ
ろ
で
、
「
特
二
有
利
ナ
ル
発
行
価
額
」
と
は
、
通
常
新
株
を
発
行
す
る

場
合
の
公
正
な
価
額
に
比
較
し
て
、
特
に
低
い
価
額
を
い
う
と
解
さ
れ
て
お

り
、
公
正
な
価
額
に
つ
い
て
、
通
説
は
、
会
社
資
金
調
達
の
た
め
に
新
株
を
発

行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
経
営
上
の
要
請
と
旧
株
主
の
経
済
的
利
益
保
護
の
要

請
の
調
和
の
見
地
か
ら
、
こ
れ
を
新
株
発
行
に
よ
り
企
図
さ
れ
る
資
金
調
達
の

目
的
が
達
成
さ
れ
る
限
度
で
旧
株
主
に
と
り
最
も
有
利
な
価
額
と
解
し
て
お

り
、
昭
和
五
〇
年
四
月
八
日
の
最
高
裁
第
三
小
法
廷
判
決
（
民
集
二
九
巻
四
号
三

五
〇
頁
）
も
、
通
説
の
立
場
を
踏
襲
し
、
公
正
な
価
額
は
旧
株
主
の
利
益
と
会

社
が
有
利
な
資
本
調
達
を
実
現
す
る
と
い
う
利
益
と
の
調
和
の
中
に
求
め
ら
れ

る
べ
き
で
、
そ
の
価
額
は
、
価
額
決
定
直
前
の
株
価
に
近
接
し
て
い
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
と
判
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
通
説
・
判
例
は
、
新
株
消
化

の
可
能
性
を
公
正
な
価
額
決
定
の
重
要
な
要
素
と
考
え
て
い
る
が
（
本
件
決
定

も
同
様
の
考
え
で
あ
る
）
、
　
こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
し
た
が
う
と
、
新
株
消
化
の

た
め
に
は
、
相
当
低
い
発
行
価
額
で
も
、
株
主
は
耐
え
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う

不
当
な
結
果
を
招
く
お
そ
れ
が
あ
る
と
し
て
、
近
時
、
通
説
・
判
例
に
批
判
的

な
立
場
が
増
え
て
お
り
（
森
本
・
判
批
ジ
ュ
リ
ス
ト
五
八
四
号
一
四
六
頁
、
伊
沢
・
判

批
ジ
ュ
リ
ス
ト
六
一
五
号
八
三
頁
、
坂
本
・
判
批
金
判
三
四
五
号
四
頁
な
ど
）
田
中
誠

二
博
士
も
公
正
な
発
行
価
額
の
判
定
に
あ
た
つ
て
は
、
資
本
調
達
と
い
う
会
社

の
利
益
が
過
大
に
評
価
さ
れ
、
株
主
の
利
益
を
過
小
評
価
す
る
こ
と
の
な
い
よ

う
に
注
意
す
べ
き
で
あ
り
、
新
株
の
完
全
消
化
の
た
め
に
は
株
主
に
と
り
著
し

く
不
利
な
価
額
で
も
差
し
支
え
な
い
と
い
う
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
と
主
張
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
五
　
　
（
』
一
七
一
）
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判
　
例
　
研
　
究

れ
て
い
る
（
全
訂
会
社
法
詳
論
下
六
八
二
頁
）
。

　
お
も
う
に
、
新
株
の
発
行
価
額
を
め
ぐ
る
公
正
・
不
公
正
の
問
題
は
、
旧
株

主
と
新
株
引
受
人
と
の
間
の
利
害
の
対
立
を
前
提
と
し
、
衡
平
の
観
点
か
ら
の

価
値
評
価
の
形
で
現
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
旧
株
の
発
行
価
額
は
す
で
に
企
業

に
投
入
さ
れ
、
旧
株
主
の
資
本
的
寄
与
は
会
社
の
資
産
お
よ
び
収
益
力
の
上
に

発
現
さ
れ
、
そ
の
総
体
が
企
業
の
客
観
的
価
値
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
。
そ
し

て
、
こ
れ
を
基
礎
と
し
て
旧
株
式
の
価
格
が
形
成
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の

企
業
に
新
た
に
参
加
し
て
、
し
か
も
旧
株
主
と
同
等
の
待
遇
を
う
け
る
た
め
に

は
、
新
株
主
ぼ
旧
株
主
と
同
等
の
資
本
的
寄
与
を
す
べ
き
で
あ
り
、
し
た
が
つ

て
新
株
の
引
受
人
が
出
掲
す
べ
き
額
、
換
言
す
れ
ば
、
新
株
の
発
行
価
額
は
旧

株
の
価
格
に
等
し
い
も
の
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
旧
株
主
と

新
株
引
受
人
と
の
経
済
的
地
位
を
衡
平
に
保
つ
額
を
旧
株
主
の
側
か
ら
み
れ

ば
、
新
株
発
行
が
あ
つ
て
も
こ
れ
ま
で
旧
株
主
が
有
し
て
い
た
経
済
的
利
益
が

侵
害
さ
れ
な
い
額
と
い
う
こ
と
に
な
る
（
阪
埜
・
新
株
引
受
権
の
法
理
一
九
五
頁
参

照
）
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
理
論
上
要
求
さ
れ
る
公
正
な
発
行
価
額
と
は
新

株
の
払
込
期
日
に
お
け
る
旧
株
の
価
格
と
同
一
の
価
額
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
発
行
価
額
は
払
込
期
日
前
に
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
価
額
決
定

の
時
点
で
、
払
込
期
日
に
お
け
る
旧
株
の
時
価
を
的
確
に
予
測
す
る
こ
と
は
困

難
な
い
し
は
不
可
能
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
払
込
期
日
に
最
も
近
い
価
額

決
定
時
の
旧
株
の
価
格
を
公
正
な
発
行
価
額
と
解
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
以
上
の

見
地
か
ら
は
、
通
説
・
判
例
の
よ
う
に
公
正
な
発
行
価
額
を
判
定
す
る
に
当

り
、
資
本
調
達
の
目
的
達
成
（
新
株
消
化
の
可
能
性
）
を
考
慮
に
入
れ
る
こ
と
は

理
論
的
に
妥
当
と
は
い
え
な
い
。
要
す
る
に
、
私
は
、
公
正
な
発
行
価
額
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
六
　
　
（
一
一
七
二
V

は
、
価
額
決
定
時
の
旧
株
の
価
格
を
基
準
と
し
て
そ
の
時
点
で
の
新
株
消
化
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
6

可
能
な
範
囲
で
の
最
高
価
額
を
い
う
の
で
は
な
く
、
右
の
時
点
に
お
け
る
企
業

の
有
す
る
客
観
的
価
値
を
も
つ
て
形
成
さ
れ
る
旧
株
の
価
格
と
同
一
の
価
額
を

い
う
と
考
え
る
が
（
阪
埜
・
前
掲
五
五
頁
参
照
）
、
西
ド
イ
ッ
に
お
い
て
、
株
主
の

新
株
引
受
権
が
排
除
さ
れ
た
場
合
、
有
力
な
学
説
に
よ
れ
ぽ
、
新
株
の
発
行
価

額
は
原
則
と
し
て
旧
株
の
価
値
以
下
で
あ
つ
て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
こ

と
（
冨
一
冨
昌
磐
器
コ
＜
O
鳳
器
ω
琶
鵯
話
畠
岳
9
Φ
○
お
9
魯
α
段
ζ
警
旨
O
一
サ

ω
ぎ
霞
ω
o
訂
津
冨
3
α
o
ヨ
勾
o
o
算
画
段
内
巷
一
鼠
茜
o
ω
o
一
一
の
o
『
帥
津
o
戸
ω
●
倉
R
）
、

ま
た
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
株
式
の
時
価
と
公
募
価
額
が
同
一
の
い
わ
ゆ
る
完

全
時
価
発
行
方
式
が
採
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
は
、
比
較
法
的
見
地
か
ら
も
右

の
考
え
の
正
当
性
を
裏
付
け
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
と
こ
ろ
で
、
右
の
考
え
に
し

た
が
つ
て
公
正
な
発
行
価
額
を
そ
の
ま
ま
新
株
の
発
行
価
額
と
す
る
と
、
新
株

引
受
に
つ
い
て
な
ん
の
魅
力
も
な
い
ば
か
り
か
、
払
込
期
日
に
株
価
が
引
受
価

額
よ
り
も
低
く
な
る
傾
向
が
あ
る
た
め
、
新
株
消
化
を
な
し
え
ず
、
会
社
は
新

株
発
行
の
目
的
で
あ
る
資
金
調
達
を
達
成
し
え
な
い
。
そ
こ
で
、
商
法
は
、
資

金
調
達
の
便
宜
を
考
え
、
新
株
の
発
行
価
額
が
公
正
な
発
行
価
額
よ
り
低
く
て

も
、
そ
れ
だ
け
で
株
主
総
会
の
決
議
を
必
要
と
は
せ
ず
、
低
さ
の
程
度
が
軽
微

な
ら
ば
、
取
締
役
会
の
一
存
で
新
株
発
行
を
な
し
う
る
こ
と
を
認
め
る
と
と
も

に
、
低
さ
の
程
度
が
顕
著
で
あ
る
場
合
に
は
、
た
と
え
、
資
金
調
達
の
た
め
に

は
、
そ
の
よ
う
な
価
額
に
よ
る
新
株
発
行
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
も
、
こ
の
場

合
に
は
旧
株
主
の
経
済
的
利
益
へ
の
影
響
を
無
視
し
え
な
い
と
し
て
、
そ
の
発

行
価
額
に
つ
い
て
は
株
主
総
会
の
特
別
決
議
を
得
る
こ
と
を
必
要
と
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
旧
株
主
の
経
済
的
利
益
保
護
の
た
め
に
は
、
取
締
役
会



の
一
存
で
決
定
し
う
る
発
行
価
額
の
範
囲
は
で
ぎ
る
だ
け
こ
れ
を
狭
く
解
す
る

の
が
正
し
く
、
こ
れ
ま
で
慣
行
的
に
公
募
の
場
合
の
公
正
な
発
行
価
額
と
認
め

ら
れ
て
き
た
発
行
価
額
決
定
時
の
株
式
の
価
格
よ
り
一
〇
パ
ー
セ
ソ
ト
程
度
低

い
価
額
が
、
そ
の
発
行
価
額
の
限
界
と
考
え
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
こ

の
考
え
は
、
公
募
の
場
合
の
み
な
ら
ず
、
本
件
の
よ
う
な
第
三
者
割
当
の
場
合

に
も
ま
た
妥
当
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
株
主
以
外
の
者
へ
の
い
わ
ゆ
る
有
利
（
価

額
）
発
行
に
よ
つ
て
株
主
が
受
け
る
経
済
的
不
利
益
は
、
自
己
が
新
株
の
割
当

を
受
け
な
い
こ
と
に
よ
つ
て
生
ず
る
の
で
あ
る
か
ら
、
新
株
の
割
当
先
が
不
特

定
多
数
の
者
で
あ
る
か
、
特
定
の
第
三
者
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
は
、
発
行
価

額
決
定
時
ま
で
株
主
が
有
し
て
い
た
経
済
的
利
益
へ
の
影
響
に
関
す
る
限
り
問

題
と
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
第
三
者
割
当
の
場
合
に
も
、
発

行
価
額
決
定
時
の
旧
株
の
価
格
の
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
た
低
い
価
額
で
新

株
を
発
行
す
る
場
合
に
は
、
そ
れ
は
商
法
二
八
O
条
の
二
第
二
項
の
「
特
二
有

利
ナ
ル
発
行
価
額
」
に
よ
る
新
株
発
行
に
該
当
し
、
取
締
役
会
の
決
議
の
ほ
か

に
株
主
総
会
の
特
別
決
議
を
得
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
以
上
の
考
察
を
基
礎
に
本
件
を
考
え
る
と
、
本
件
新
株
発
行
価
額
決
定
時
の

Y
会
社
の
旧
株
の
価
格
は
前
述
の
ご
と
く
八
七
一
円
八
一
銭
を
下
廻
つ
て
い
な

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
発
行
価
額
は
五
八
○
円
と
決
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
か

ら
、
こ
の
価
額
は
「
特
二
有
利
ナ
ル
発
行
価
額
」
に
該
当
す
る
と
い
え
る
。
し

た
が
つ
て
、
本
件
新
株
発
行
の
決
定
に
際
し
て
は
、
株
主
総
会
の
特
別
決
議
を

経
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
が
な
さ
れ
て
い
な
い
以
上
、
X
の
本
件
申
請

は
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
本
決
定
は
、
公
正
な
発
行
価
額
を
通
説
・
判
例
と
同
じ
く
資
金
調

　
　
　
　
判
　
例
　
研
　
究

達
の
目
的
が
達
成
さ
れ
る
限
度
で
旧
株
主
に
と
り
最
も
有
利
な
価
額
と
解
す
る

立
場
に
立
つ
て
本
件
を
判
断
し
て
い
る
た
め
、
そ
の
価
額
よ
り
高
い
価
額
で
は

割
当
先
が
新
株
を
引
き
受
け
な
い
こ
と
に
取
引
通
念
上
の
合
理
的
理
由
が
あ
る

と
き
は
、
た
と
え
、
発
行
価
額
が
価
額
決
定
時
の
株
式
の
価
格
よ
り
か
な
り
低

く
て
も
こ
れ
を
不
公
正
な
価
額
と
は
い
え
な
い
と
し
て
い
る
が
、
発
行
価
額
が

公
正
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
要
請
の
目
的
は
旧
株
主
の
経
済
的
利
益
の

保
護
に
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
発
行
価
額
が
発
行
会
社
と
割
当
先
と
の
相
対
の

取
引
価
格
と
し
て
妥
当
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
の
こ
と
ゆ
え
に
発
行
価
額
が
公

正
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
と
考
え
る
。
し
て
み
る
と
、
本
件
新
株
発
行
価
額
を

「
特
二
有
利
ナ
ル
発
行
価
額
」
に
あ
た
ら
な
い
と
し
、
X
の
本
件
申
請
を
却
下

し
た
本
決
定
は
失
当
と
い
う
ほ
か
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
阪
埜
光
男

九
七
　
　
（
一
一
七
三
）
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